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１．はじめに

上林川断層および三峠断層は京都府の北部に位置

し，北東－南西方向に延びる上林川断層は右横ずれ

断層，西北西－東南東方向に延びる三峠断層は左横

ずれ断層と，互いに共役関係にある（第 1 図）．上林

川断層は地質学的な地帯構造区分での丹波帯と超丹

波帯との境界におおむね一致し（亀高ほか，2008），
三峠断層は丹波帯の地質構造に斜行するように分布

する（木村ほか，1989）． 
上林川断層については植村（1989）により，三峠

断層については植村（1988）により，それぞれ詳細

な断層変位地形が記載され，その活動性について議

論された．その後，植村（2001）により段丘面の再

編年が行われ，三峠断層の活動性が再検討された．

一方，吉岡ほか（1999）は，三峠断層の活動履歴を

明らかにするためのトレンチ調査を行い，その結果，

最新活動時期は少なくとも約 1,700 年前以前であっ

たとした．

両断層の分布と断層長については，活断層研究会

編（1991）は，上林川断層を活動度 B 級，長さ

21 km の活断層，三峠断層を活動度 B 級，長さ

30 km の活断層とし，地図上に図示した．その後，

岡田・東郷編（2000）はより詳細に空中写真判読を

行い，上林川断層については長さ 19.5 km の活断層
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としたが，三峠断層については活断層研究会編（1991）
が認定した範囲の中央部にあたる長さ 8 km の区間の

みを活断層とした．一方，中田・今泉編（2002）は，

上林川断層については長さ約 25 km（図示されてい

る長さは約 20 km）としているが，三峠断層につい

ては，西半部を長宮断層，東半部を戸津川断層と北

側に分岐する北久保断層とし，全長は約 35 km の断

層帯とした．なお，吉岡ほか（2005）は既存資料を

とりまとめ，上林川断層が長さ 24 km，三峠断層が

長さ 26 km で，それぞれ単独の活動セグメントで構

成されるとしている．

平成 17 年 2 月に公表された地震調査研究推進本部

による長期評価（地震調査研究推進本部地震調査委

員会，2005）では，上林川断層および三峠断層は三峠・

京都西山断層帯の一部として評価され，三峠断層は

長さ約 26 km で，平均活動間隔は 5,000～7,000 年程

度の可能性があり，最新活動時期は吉岡ほか（1991）
と同じデータを用いて 3 世紀以前の可能性があると

された．しかしながら，最新活動時期が十分に特定

されなかったことから，将来の地震発生確率はポア

ソン過程での評価となっていた．また上林川断層は

長さ約 26 km の活断層と評価されたが，これまでに

詳細な調査が行われておらず，平均活動間隔，最新

活動時期ともに不明とされたため，将来の地震発生
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確率は求められていなかった．

これらの評価結果を受けて，産業技術総合研究所

では，平成 21 年度文部科学省委託事業「活断層の追

加・補完調査」として，三峠・京都西山断層帯の上

林川断層および三峠断層について，断層の分布，活

動性および活動履歴をより詳細に把握することを目

的に，地形・地質調査，トレンチ調査，ボーリング

調査等を実施した． 

２．調査結果

2.1 上林川断層

1）地形・地質調査

地形地質調査では，まず断層周辺について 1/2 万

モノクロ空中写真の判読を行い，断層変位地形の抽

出を行った．その後，断層変位地形が認められた範

囲について，1/1 万カラー空中写真を用いて詳細な

判読を行い，地形分類図を作成した．判読した活断

層線の分布を第 2図に，主要部分の地形分類図を第 3，
4，5 図に示す．

断層南西端付近の綾部市下八田町の南では，断層

付近に高位段丘面が分布する（第 3 図）．断層は数本

のトレースに分岐して高位段丘に 1～2 m の上下変位

を与えていると推定されるが，それらの崖地形に伴

うリニアメントは不明瞭で，浸食地形の可能性もあ

る．なお，さらに南西の由良川沿いに分布する低位

段丘面および中位段丘面には断層変位が認められな

いため，この下八田町の南付近が断層の南西端と考

えられる．断層トレースが数本に分岐することも，

この付近が断層末端であることを示唆している．

断層南西部の綾部市下八田町から同市旭町にかけ

ては，断層を横切る小規模な河谷に系統的な右横ず

れ屈曲が見られる（第 3，4 図）．屈曲量は大きいも

ので 100 m 程度である．

断層中部の綾部市十倉志茂町から同市八津合町に

かけては，断層は上林川に沿う沖積低地内を通過す

るため，明瞭な断層変位地形は観察されない．その

うち綾部市睦合町では，最低位段丘面と沖積面の境

界がきわめて直線状の崖となっており，上林川断層

の低断層崖に沿って段丘崖が形成されたことが示唆

される（第 5 図）．また，上林川北岸の中位段丘面が，

やや北に逆傾斜しているのが観察される．しかしな

がら，この逆傾斜が断層変位によるものなのか，あ

るいは南から流入する支流によって離水時の上林川

本流の河道が谷の北端に寄せられていたことによる

堆積地形なのかは，判断できない．

断層北東部では，断層は上林川の谷を離れ，山地

中を通過し，いくつかの河谷に右横ずれ屈曲が見ら

れる（第 2 図 c）．しかしながら，断層が再び上林川

を横切る綾部市故屋岡町付近から北東には，河谷の

屈曲や明瞭なリニアメントは認められない．故屋岡

町付近では北東に向かって分岐する複数のトレース

が認められることから，この付近が活断層としての

北東端であると推定した．その結果，断層の長さは

岡田・東郷編（2000）とほぼ同じ約 20 km と推定さ

れる．

なお，亀高ほか（2008）によれば，地質断層とし

ての上林川断層は，故屋岡町からさらに北東に延び，

福井県おおい町三森付近までさらに約 8 km にわたっ

て連続することが示されているが，この区間では活

断層であることを示す変位地形は認められなかった．

2）下八田地点におけるトレンチ調査

断層の南西部にあたる下八田地点周辺では，断層

に沿って小規模な谷が右横ずれ屈曲しているのが観

察される（第 3 図）．下八田地点は，そのような屈曲

した谷の間の鞍部にあたる．断層はこの鞍部を通過

する可能性が高いと考え，この地点にトレンチを掘

削した（第 6 図）．トレンチの規模は，長さ約 10 m，

幅約 4 m，深さ約 2 m である．

トレンチ壁面のスケッチを第 7 図に示す．トレン

チ壁面には，基盤岩である超丹波帯堆積岩類の破砕

帯，およびそれを覆うチャネル埋積堆積物などが露

出した．壁面に露出した地層は，上位から順に A 層

から H 層に区分した．なお，このうち A 層は表層の

森林土壌，B 層から G 層はチャネルを埋積して堆積

した砂（一部に細礫）混じりシルト層，H 層は超丹

波帯堆積岩類の断層破砕帯である．壁面から採取さ

れた試料の放射性炭素同位体年代を第 1 表に示す．

断層は，基盤岩の破砕帯中にいくつかの白色の断

層粘土を伴う面として認められた . いずれも北に傾

斜しており，傾斜は 30～50° である．これらの断層

はいずれも上位の堆積物を変位させないため，活断

層か否かは断定できない．しかし，破砕帯の状況は

トレンチ中央部付近が最も強く破砕を受けているこ

とから，これらの断層面が活断層としての主断層で

ある可能性は高いと判断される．

放射性炭素同位体年代測定の結果，破砕帯を覆う

G 層から得られた最も古い年代として，2700±40yBP
（AY-SYT-3，暦年で BC 896～812）が得られた．した

がって，本トレンチ壁面に露出した断層の活動時期

は BC 812（約 2,800 年前）以前と考えられる．

3）旭町地点におけるトレンチ調査

断層の南西部に位置する旭町地点付近では，断層

に沿っていくつかの谷に右横ずれ屈曲が見られる．

その谷の１つにおいてトレンチを掘削した（第 4，8
図）．トレンチの規模は，長さ約 9 m，幅約 5 m，深

さ約 2.5 m である． 
トレンチ壁面のスケッチを第 9 図に示す．壁面に

は，谷を埋積した堆積物と，その北西側の谷壁をな

す破砕した基盤岩および斜面堆積物が露出した．壁

面に露出した地層は，上位から順に A 層から J 層に

区分した．このうち A 層は現在の表層土壌，B 層は
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褐色土壌からなる斜面堆積物，C，D 層および F，G，

H，I 層は谷を埋積した堆積物である砂および細礫混

じりのシルト層，E 層は不淘汰な礫まじりシルト層

からなる地すべりブロック，J 層は破砕した基盤岩

の超丹波帯堆積岩類である．壁面から採取された試

料の放射性炭素同位体年代を第 1 表に示す．

谷を埋積した堆積物はほぼ水平に分布している

が，特にトレンチの北東側壁面では，谷埋め堆積物

と基盤岩および地すべりブロックが，ほぼ垂直な境

界で接しているのが認められた．しかしながら，こ

の境界面に沿っては断層によるせん断，すべり面等

は観察されなかった．なお，トレンチ北東側壁面の

北西寄り底部付近において，基盤岩内に確認された

断層粘土を伴う高角度の断層が確認されたが，この

断層は I 層に覆われている．また，別の北西に傾斜

する断層の延長部では，基盤岩の一部が I 層に乗り

上げるような形態となっているのが観察されたが，

この断層は粘土を伴わないこと，J 層の上面はそも

そも不規則な形状であることから，この構造が断層

変位を示すとは言えないと判断した．

　放射性炭素同位体年代測定の結果，年代値はか

なりばらつくものの，H 層および I 層の複数の試料

から暦年で約 600～400 年前を示す年代値が得られて

いることから，この地点ではほぼその時代に谷の埋

積が行われたと考えられる．しかしながら，断層の

活動時期については具体的なデータは得られなかっ

た．

4）睦合地点における群列ボーリング調査

断層の中部に位置する睦合町付近では，上林川に

沿う最低位段丘面と現河床および氾濫原との境界が，

比高 2～5 m のきわめて直線的な崖となっている（第

5 図）．この崖は異なる地形面の境界をなすため，基

本的には浸食崖であるが，その方向が上林川断層と

一致すること，きわめて直線的であることから，上

林川断層の位置と一致している可能性が高いと考え，

この崖の延長上の氾濫原で群列ボーリング調査を実

施した．

調査では，想定した伏在断層線を横切るように 4
本のボーリングを掘削した（第 10 図）．掘削の結果，

それぞれのコアの下部にはやや破砕した基盤岩が確

認され，その上位に上林川本流の堆積物とみられる

礫層，その上位には礫混じりのシルト層が分布する

のが確認された（第 11 図）．

礫層中からは 1150±40yBP（暦年で AD 784～968），
上位のシルト層からは 850±40yBP（暦年で AD 1158
～1252）の年代値が得られたが（第１表），礫層およ

びシルト層の基底には顕著な上下変位は確認されず，

断層の位置や活動時期を特定する情報は得られな

かった．

2.2 三峠断層

1）地形・地質調査

地形地質調査では，まず従来の資料で示されてい

る断層位置周辺について 1/2 万モノクロ空中写真の

判読を行い，断層変位地形の抽出を行った．その後，

断層変位地形が認められた範囲について，1/1 万カ

ラー空中写真を用いて詳細な判読を行い，地形分類

図を作成した．判読した活断層線の分布を第 12 図に

示す．

その結果，河谷の屈曲や鞍部などの断層変位地形

が見られるのは，京丹波町の榎峠付近から，といし

山の南にかけての約 8 km の範囲のみであり，この範

囲は岡田・東郷編（2000）が図示した範囲とほぼ一

致する．そのうち河谷に系統的な屈曲が見られるの

は，西寄りの水呑付近と東寄りのといし山南西付近

のみで，中央部の変位地形は比較的不明瞭である．

なお，この約 8 km の範囲は中田・今泉編（2002）の

北久保断層の西半部にほぼ相当する．中田・今泉編

（2002）の長宮断層，戸津川断層および北久保断層の

東半部については，直線的な谷地形は存在するもの

の河谷の屈曲は系統的でないことから，活断層とは

認定しなかった．

断層東部のといし山南麓では，標高 200 m 前後の

高さに高位段丘面が分布する（第 13 図）．この段丘

面の年代について，植村（1988）は，Loc.2 に露出す

る段丘堆積物に挟まれるテフラ層を大山松江軽石

（DMP）に対比し，約 9～10.5 万年前に形成されたと

推定した．しかしながら，その後植村（2001）では，

このテフラ層を緑色角閃石が卓越しカミングトン閃

石を含むという鉱物組成から大山奥津軽石（DOP）
に対比するのが妥当とし，その離水時期を約 16 万年

前と推定した．今回，この露頭と同一と考えられる

露頭から採取した試料を分析した結果，露頭上部の

層準から鬼界葛原テフラ（K-Tz）起源の可能性の高

い高温型石英粒子が多く検出された．このことは一

見，植村（2001）の解釈と矛盾するようにも見えるが，

礫層中に不整合が存在する可能性もあり，最終的な

段丘面の離水年代は約 9.5 万年前以降になる可能性

もあるものと考えられる．

Loc.1 および 3（第 13 図）では断層露頭が見られる．

Loc.1 の露頭は植村（1988）にも記載されており，や

や低角の逆断層が段丘堆積物を変位させているが，

断層変位地形との関係から，この断層は副次的な分

岐断層と考えられる（吉岡ほか，1999）．また，

Loc.3 では基盤岩の丹波帯堆積岩に破砕帯を伴う断層

露頭が見られるが，断層露頭の東に分布する段丘面

には断層変位は認められない．なお，Loc.3 の南側で

段丘面に上下変位を与えているトレースに関しても，

この東側の段丘面，およびさらに東の高屋川に沿う

段丘面にも断層変位は見られないことから，この付

近が活断層としての三峠断層の東端であると考えた．

なお，断層のトレースがいくつかに分岐する形状を
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呈することも，この付近が断層末端であることを示

唆する．

2）質美東地点におけるトレンチ調査

調査地点は三峠断層の東端付近に位置し，吉岡ほ

か（1999）のトレンチ調査地点から東南東に約

600 m の地点にあたる．この地点では，段丘面上に

比高 50～100 cm 程度の低崖が認められ（第 13 図），

この崖が三峠断層の低断層崖の可能性があると考え，

この地点にトレンチを掘削した（第 14 図）．トレン

チの規模は，長さ約 10 m，幅約 5 m，深さ約 2.5 m
である．

トレンチ壁面のスケッチを第 15 図に示す．トレン

チ壁面には，段丘堆積物の礫層およびシルト層など

が露出した．壁面に露出した地層は，上位から A～

C 層に区分した．このうち A 層は表土，B 層は礫混

じりのやや不淘汰なシルト層，C 層は中礫ないし細

礫大の亜角礫を主とする砂礫層である． 
断層は，トレンチの両側壁面の礫層中に明瞭に確

認された．主断層面はほぼ垂直であるが，主断層の

南西側には主断層から分岐する相対的に低角度の副

断層群が見られる．主断層の最上部には V 字形の構

造が見られ，B 層の下部が落ち込んでいるのが認め

られたが，断層は B 層の中・上部までは連続してい

ない．

B 層および C 層からは放射性炭素同位体年代測定

が可能な試料は得られなかった．そのため，C 層の

堆積年代を推定するため，C 層中の細粒層からテフ

ラおよび花粉の検出を試みた．その結果，C 層上部

試料（SHT-13）から鬼界葛原テフラ（K-Tz）起源と

みられる高温型石英粒子が，最上部試料（SHT-14）
から大山松江軽石（DMP）起源の可能性のある緑色

角閃石とカミングトン閃石が少量検出された．花粉

についてはほとんど検出されなかった．Loc.2 の断層

露頭の分析結果と同様，テフラの対比上の問題は残

るが，C 層上部の堆積年代は約 9.5 万年前以降であ

る可能性があり，その場合，断層の最新活動時期は

それ以降となる．

３．まとめと今後の課題

以上の調査の結果，上林川断層については，活断

層と認定できる変位地形が見られる範囲の長さは約

20 km で，下八田地点におけるトレンチ調査の結果，

露出した断層の最新活動時期は約 2,800 年前以前と

推定され，これが上林川断層の最新活動時期を示す

可能性がある．一方，三峠断層については，活断層

と認定できる変位地形が見られる範囲の長さは約

8 km で，質美東地点におけるトレンチ調査の結果に

よれば，約 9.5 万年前以後に断層活動があった可能

性がある．しかしながら，両断層とも，それ以上に

活動時期を絞り込むことはできなかった．今後，そ

れぞれの断層の活動時期をさらに絞り込むことが必

要である． 
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第 1 表．トレンチ壁面から採取された試料の放射性炭素同位体年代の測定結果．
14C 年代値は Libby の半減期 5568 年を用い，

δ13C 補正を行った値を示す．暦年については，暦年較正ソフトウェアOxcal 4.1（Ramsey. 2010）を使用して，IntCal04 デー
タセット（Reimer et al., 2004） に基づいて暦年較正（誤差幅 1σ）を行った値を示す．

Table 1. Radiocarbon dates of the samples. 14C ages were corrected by d13C and calculated using Libby half-life of 5568 years. 
Calendar years are dendrochronologically calibrated probable age ranges of confidence levels 68.3% (1σ), using Oxcal 4.1 
(Ramsey, 2010) and IntCal04 Radiocarbon Age Calibration database (Reimer et al., 2004).
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第 1 図．上林川断層および三峠断層の分布と周辺の地質．産業技術総合研究所地質調査総合センターの 1/20 万シームレス地質
図（基本版）を使用．地名は町村合併前の表記．赤線は活断層，黒破線は亀高ほか（2008）に示された地質断層．

Fig. 1. Geological map and location of the Kanbayashigawa and the Mitoke faults. Seamless Digital Geological Map of Japan 
(1:200,000) by Geological Survey of Japan, AIST is used. Red lines show active faults and a black broken line is a geological 
fault shown by Kametaka et al (2008).
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十倉志茂町
睦合町

故屋岡町

八津合町

第 2 図．上林川断層のストリップマップ．国土地理院発行 1/25,000 地形図「綾部」，「梅迫」，「丹波大町」を使用．
凡例　赤線は活断層（破線部は推定もしくは伏在），青線は主な横ずれ屈曲河谷を示す．

Fig. 2. Strip map of the Kanbayashigawa fault. 1/25,000 topographic maps "Ayabe", "Umezako" and "Tamba-Omachi" 
issued by Geographical Survey Institute are used. Red lines show active faults (broken parts are inferred) and 
blue lines are offset streams.
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第 3 図．下八田地点周辺の地形区分図．綾部市発行の 1/5,000 地形図を使用．
Fig. 3. Geomorphologic map around the Shimoyata site. 1/5,000 topographic map issued by Ayabe City is used.

第 4 図．旭町地点周辺の地形区分図．綾部市発行の 1/5,000 地形図を使用．凡例は第 3 図と共通．
Fig. 4. Geomorphologic map around the Asahicho site. 1/5,000 topographic map issued by Ayabe City is used.
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段丘面の傾斜方向を示す．

Fig. 5. Geomorphologic map around the Mutsuai site. 1/5,000 topographic map issued by Ayabe City is used.

第 6 図．下八田地点のトレンチ掘削位置実測図．等高線間隔は 1 m．
Fig. 6. Topographic map around the Shimoyata trench site. Contour interval is 1 meter.
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Fig. 8. Topographic map around the Shimoyata trench site. Contour interval is 1 meter.
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第 10 図．睦合地点のボーリング掘削位置実測図．
Fig. 10. Location of the borehole array at the Mutsuai site.

第 11 図．睦合地点群列ボーリング柱状断面図．
Fig. 11. Columnar section of the boreholes at the Mutsuai site.
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第13図

質美東地点

榎峠

第 12 図．三峠断層のストリップマップ．国土地理院発行 1/25,000 地形図「菟原」，「胡麻」を使用．凡例　赤線：活断層
（破線部は推定），青線：横ずれ屈曲河谷．

Fig. 12. Strip map of the Mitoke fault. 1/25,000 topographic maps "Ubara" and "Goma" issued by Geographical Survey 
Institute are used. Red lines show active faults (broken parts are inferred) and blue lines are offset streams.
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第 13 図．質美東地点周辺の地形区分図．旧瑞穂町発行の 1/10,000 地形図を使用．
Fig. 13. Geomorphologic map around the Shitsumi-higashi site. 1/10,000 topographic map issued by 

Mizuho Town is used.

第 14 図．質美東地点のトレンチ掘削位置実測図．等高線間隔は 1 m．
Fig. 14. Topographic map around the Shitsumi-higashi trench site. Contour interval is 1 meter.
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